
歩きスマホについて考える 

校長 代市 利光 

9月10日に「イグ・ノーベル賞」が発表され、日本人研究者が１５年連続で受賞しました。今年は、「人はなぜぶ

つかることがあるのか」というタイトルで「動力学賞」として、京都工芸繊維大学の村上久助教と東京大学先端科学

技術研究センターの西成活裕教授ら４人が受賞しました。 

イグ・ノーベル賞とは、人々を笑わせ、考えさせる業績や、風変わりな研究、社会的事件の関係者に贈られる賞

で、毎年ニュースでも取り上げられるので、知っている人も多いと思います。例年、アメリカの名門ハーバード大学

で授賞式が行われますが、新型コロナウイルスの影響で今年も去年に続き、オンラインでの授賞式となりました。 

前述の４人の研究は、赤と黄色の帽子をかぶった２つの歩行者の集団によるユニークな歩行実験を行い、なぜ歩行

者は他の歩行者とぶつかるのかを研究しました。その結果、「歩きスマホ」などで注意をそらされた歩行者が、そ 

の周りの歩行者の動きにも影響を与え、歩行中の衝突回避が難しくなることを発見したことが評価されました。 

日本人の受賞は１５年連続で、受賞者には通貨としての価値がない１０兆ジンバブエドル札などが贈られました。

この功績の基となる実験は、２７人の２つのグループを作り、すれ違って歩くことを繰り返し、一方のグループの３

人にはスマホを使って歩きながら簡単な計算をする条件を付ける。その結果、歩きスマホをしていない場合は、自然

に人の流れの列ができ、スムーズにすれ違うことができるが、歩きスマホの人がいると、列が整うまでに倍以上時間

がかかり、歩くスピードも遅くなった、ということです。一部の人が歩きスマホをしていると、本人だけでなく、対

向する人や同じ方向に進む人にも、衝突しないよう慌てて避けようとする行動が見られました。この研究成果は、

「人がうまくすれ違えるのは、『あうんの呼吸』で、互いの動きを予測しているから」と結論づけ、将来的には、「相

互予期に基づいた群集シミュレーションモデルを開発することで、人の流れを予測し、混雑緩和や事故防止などへの

貢献が期待できる」ということですから、侮れない研究です。 

こんなニュースが世間をくすり、と笑わせていた同じ時期、歩きスマホにまつわる別の事件が話題になっていまし

た。両手でスマホを持ち、画面を見ながら踏切を渡っていた人が、通過する列車にはねられた、という事故について

です。渡っている途中で、遮断機が下り始め、この方のまわりの人たちは足早に踏切を渡り終えて外へ出たのです

が、防犯カメラの映像によると、この方は、急ぐ様子が見られず、それどころか、下りた遮断機の手前で立ち止まっ

てしまったそうです。その数十秒後、左から来た列車にはねられ、亡くなってしまいました。警視庁が防犯カメラの

映像を解析した結果、この方の顔は、最後までスマホに向けられていたということです。信じがたい事故ですが、専

門家によると、「遮断機が下りれば止まらなければならないという認識はきちんと持っていて、それが遮断機の前で

止まる、という行動に表れたのであろう。しかし、スマホに没頭していたことで自分が今どこにいるのかを判断でき

なくなっていた可能性が高い。」とのことでした。普段渡り慣れている近所の踏切、スマホからもたらされる多くの

情報に思考力を奪われ、周囲の状況が把握できなかった、ということでしょうか。たいへん不幸な事故だと思いまし

た。 

最近は、歩きスマホを起因とする事故による救急搬送も増えているそうです。折しも「秋の交通安全週間」の最中

です。歩きながら、自転車に乗りながらスマートフォンを操作する、などということがないように、今一度、しっか

り考える必要がありそうです。 
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１０月以降の学校運営について 

 

【部活動】校内活動のみとし、他校との練習試合等の校外活動は行わない。 

関係団体から発出されているガイドライン等に基づき、①活動日数については土日を含めて週４日以内 

（大会の日数は含めない） ②活動時間は平日２時間程度、休日３時間程度 とする。 

【保護者会･学校公開等】 

    来賓・保護者以外の地域の方の招待を控える。 

校庭や体育館など密を避けられる広い場所等において工夫して実施する。なお、感染リスクが高いと見込ま

れる場合は中止する。 

【移動教室】   1年清里移動教室は、中止とする。日帰りの代替行事を検討する。 

          2年下田移動教室は、区教育委員会事務局において、1月以降に日程変更を検討中。 

【修学旅行】   3年修学旅行は、代替行事として、都内および横浜での宿泊行事(一泊)を実施予定。 

【文化祭】  10月22日(金)に日程変更。生徒のみ参加で、部活動成果発表の会とする。 

  

※感染症対策については、引き続きしっかり取り組んでま 

いります。 

各ご家庭におかれましても、お子様の健康観察をお願い 

するとともに、感染防止に努めていただきますよう、ご 

理解とご協力をお願いいたします。               登校時の検温の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の予定 

１０月 １日(金)   都民の日  ⑥生徒会役員選挙 

             英語検定②  試験前てらこや 

１０月 ４日(月)   冬服衣替え移行期間(～10日) 

             試験前てらこや 

１０月 ５日(火)   試験前てらこや 

１０月 ６日(水)    中間考査    荒教研 

１０月 ７日(木)    中間考査    避難訓練 

１０月 ８日(金)    到達度テスト(3) 

             漢字検定② 

１０月 ９日(土)   土曜授業 

             進路説明会(3) 9:45～ 

１０月１１日（月）   常任委員会(後期)  冬服 

１０月１２日(火)    歯科検診   中央委員会 

１０月１３日(水)   職員会議   てらこや 

１０月１４日(木)   舞台発表練習(始) 

１０月１８日(月)   生徒会朝礼・認証式 

１０月２０日(水)   舞台発表リハーサル 

１０月２１日（木）  ⑤⑥文化祭前日準備 

１０月２２日（金）  ①～④授業   

            午後：文化祭舞台発表 

１０月２５日（月）  中央委員会   修学旅行(3)（始） 

１０月２６日（火）  常任委員会   修学旅行(3)（終） 

１０月２８日（木）  区連合英語発表会 

１０月２９日（金）  ３年教育相談・⑤⑥ｶｯﾄ(始) 

※行事予定は変更になることがあります。 

オンライン授業に向けて 

現在、諏訪台中学校では、オンライン授業の実施に向けて準備を進めています。 

5月末の学校閉鎖時のオンライン学活と同様に、Googleclassroom(ｸﾞｰｸﾞﾙ 

ｸﾗｽﾙｰﾑ)を活用して、普通教室で行っている授業が配信できているか、確認し 

ながら、進めています。授業の教員1名で対応しているため、カメラの移動 

や撮影範囲が変えられない状況もありますが、休校等の際には、十分活用でき 

ることが確認できました。課題もありますが、今後の円滑な運用に向けて、一 

層改善して臨みます。 



 


